
　
2022年12月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年10月27日

上場会社名 日華化学株式会社 上場取引所  東 名

コード番号 4463 ＵＲＬ  https://www.nicca.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）江守　康昌

問合せ先責任者 （役職名）取締役執行役員管理部門長 （氏名）澤崎　祥也 ＴＥＬ  0776-24-0213(代表）

四半期報告書提出予定日 2022年11月11日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無：有

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 38,233 － 2,315 － 2,929 － 1,871 －

2021年12月期第３四半期 35,909 19.2 2,177 162.9 2,399 132.4 2,308 303.5

（注）包括利益 2022年12月期第３四半期 4,015百万円（－％） 2021年12月期第３四半期 3,474百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 118.69 －

2021年12月期第３四半期 146.60 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期第３四半期 56,503 30,837 50.1 1,793.85

2021年12月期 54,533 27,323 45.9 1,589.37

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 28,309百万円 2021年12月期 25,051百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 8.00 － 14.00 22.00

2022年12月期 － 11.00 －

2022年12月期（予想） 11.00 22.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,000 － 2,900 － 3,500 － 2,200 △15.3 139.51

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年12月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おり、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、上記の連結業績予想については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前

期増減率は記載しておりません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 17,710,000株 2021年12月期 17,710,000株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 1,928,421株 2021年12月期 1,948,421株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 15,770,179株 2021年12月期３Ｑ 15,746,384株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適

用しております。

そのため、経営成績に関する説明の当第３四半期連結累計期間の各数値は、当該会計基準等を適用した後の数値

となっていることから、対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）における世界経済は、ゼロコロナ政策

を推進する中国・上海の都市封鎖が、中国をはじめ世界経済に影響を及ぼし、ロシアのウクライナ侵攻で端を発し

た資源価格の上昇に加え、米国政策金利の引き上げの影響による大幅な為替変動など予断を許さない状況が継続し

ております。また、わが国経済においては、一部の産業で生産回復がみられましたが、歴史的な円安が進むなか輸

入物価の上昇によって消費マインドは伸び悩んでおり、国内外ともに依然先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

このような中、当社グループは、永続的成長に向けて2025年までの全社基本ビジョンを「世界中のお客様から最

も信頼されるイノベーション ・カンパニー 」と掲げ、３つの経営軸 （「Innovation」「Efficiency」

「Sustainability」）のもと、激変する経営環境をビジネスチャンスへと昇華し、社会からますます必要とされる

価値を提供する事業に注力することで、着実に成長を遂げる真に強い企業集団へと生まれ変わるため、５か年中期

経営計画『INNOVATION25』（2021-2025）を掲げ、５つの全社基本戦略（「事業構造の大転換」「生産性改革」

「財務基盤の強化」「サステナブル経営の推進」「大家族主義の進化」）に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の売上高は38,233百万円（前年同四半期は35,909百万円）、営業利益2,315百万円

（前年同四半期は2,177百万円）、経常利益2,929百万円（前年同四半期は2,399百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純利益1,871百万円（前年同四半期は2,308百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおりません。

（化学品事業）

売上高は27,528百万円（前年同四半期は25,040百万円）、セグメント利益は1,562百万円（前年同四半期は1,345

百万円）となりました。

一部地域を除いて、コロナ禍の影響から需要回復が見られました。一方、下期以降、主力である繊維加工用薬剤

は、景気低迷による需要の落ち込みが見られ、また、ウクライナ情勢の影響などにより原材料価格が激しく高騰し

ましたが、販売拡大、経費抑制、円安の影響、更には価格改定も寄与し、セグメント利益は増加しました。

（化粧品事業）

売上高は9,902百万円（前年同四半期は10,634百万円）、セグメント利益は2,008百万円（前年同四半期は2,161

百万円）となりました。

当社デミコスメティクスにおいては、コロナ第７波によるサロン来客数減の影響を受けたものの、主力ヘアケア

ブランドの拡販等により堅調に推移しました。連結子会社においては、DEMI KOREA CO.,LTD.は物価高などによる

消費者マインド悪化の中でも続伸した一方、山田製薬株式会社は前年同期に大口受託案件の一時的増産があった影

響で売上減少しました。また全体的に原料・資材高騰の影響を受けました。

（その他）

売上高は803百万円（前年同四半期は234百万円）、セグメント利益は67百万円（前年同四半期は47百万円）とな

りました。
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単位：百万円

2021年度
第３四半期
（旧基準）

2021年度
第３四半期
（新基準）

2022年度
第３四半期
（新基準）

前期比

増減額 増減率

売上高 35,909 34,548 38,233 +3,684 +10.7％

営業利益 2,177 2,121 2,315
+194 +9.2％

（営業利益率） 6.1％ 6.1％ 6.1％

経常利益 2,399 2,399 2,929 +530 +22.1％

親会社株主に帰属

する四半期純利益
2,308 2,308 1,871 △436 △18.9％

単位：百万円

セグメント

2021年度
第３四半期
（旧基準）

2021年度
第３四半期
（新基準）

2022年度
第３四半期
（新基準）

前期比 前期比

売上高
セグメント

利益
売上高

セグメント
利益

売上高
セグメント

利益
売上高 増減率

セグメント
利益

増減率

化学品 25,040 1,345 24,219 1,333 27,528 1,562 +3,308 +13.7％ 229 +17.2％

化粧品 10,634 2,161 10,094 2,117 9,902 2,008 △192 △1.9％ △109 △5.2％

その他 234 47 234 47 803 67 +568 +242.3％ 19 +42.3％

消去等 － -1,376 － -1,376 － -1,323 － － － －

合計 35,909 2,177 34,548 2,121 38,233 2,315 3,684 +10.7％ 194 +9.2％

　※　前期比較の参考として、2021年第３四半期業績における各数値について「収益認識に関する会計基準」（企業会計

基準第29号　2020年３月31日）等を簡便的に適用した後の数値とした、前年同期比較表を以下に示します。

連結決算サマリー

連結セグメント別業績

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ、1,969百万円増加し

56,503百万円となりました。この主な要因は、商品及び製品が956百万円及び原材料及び貯蔵品が1,003百万

円、受取手形、売掛金及び契約資産が834百万円増加した一方、現金及び預金が741百万円、有形固定資産が327

百万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ、1,544百万円減少し

25,665百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が722百万円、借入金が522百万円減少した

ことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ、3,513百万円増加し

30,837百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が1,478百万円、為替換算調整勘定が1,878百万円増

加した一方、その他有価証券評価差額金が155百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期の連結業績予想につきましては、2022年７月28日に公表いたしました業績予想から、現時点で入手

可能な情報や予測等を踏まえ修正を行っております。

詳細につきましては、2022年10月27日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,659 6,918

受取手形及び売掛金 9,618 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 10,452

商品及び製品 4,895 5,851

仕掛品 669 910

原材料及び貯蔵品 3,766 4,770

その他 952 1,059

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 27,562 29,963

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,283 13,459

機械装置及び運搬具（純額） 3,587 3,173

土地 5,247 5,362

その他（純額） 1,159 954

有形固定資産合計 23,277 22,949

無形固定資産

その他 298 414

無形固定資産合計 298 414

投資その他の資産

その他 3,395 3,181

貸倒引当金 △0 △6

投資その他の資産合計 3,394 3,175

固定資産合計 26,970 26,540

資産合計 54,533 56,503

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,619 5,896

短期借入金 5,662 5,941

未払法人税等 570 552

賞与引当金 772 498

役員賞与引当金 35 37

その他 3,042 2,902

流動負債合計 16,702 15,829

固定負債

長期借入金 6,038 5,237

退職給付に係る負債 3,298 3,385

株式報酬引当金 115 152

その他 1,054 1,061

固定負債合計 10,506 9,835

負債合計 27,209 25,665

純資産の部

株主資本

資本金 2,898 2,898

資本剰余金 2,928 2,951

利益剰余金 19,284 20,763

自己株式 △1,444 △1,449

株主資本合計 23,667 25,163

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 632 476

為替換算調整勘定 1,002 2,881

退職給付に係る調整累計額 △251 △212

その他の包括利益累計額合計 1,383 3,145

非支配株主持分 2,272 2,527

純資産合計 27,323 30,837

負債純資産合計 54,533 56,503
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 35,909 38,233

売上原価 23,786 25,889

売上総利益 12,122 12,343

販売費及び一般管理費 9,945 10,027

営業利益 2,177 2,315

営業外収益

受取利息 25 23

受取配当金 18 17

持分法による投資利益 10 63

為替差益 116 289

その他 199 251

営業外収益合計 370 647

営業外費用

支払利息 34 27

売上割引 58 －

その他 55 6

営業外費用合計 148 33

経常利益 2,399 2,929

特別利益

固定資産売却益 599 22

投資有価証券売却益 116 －

補助金収入 － 124

特別利益合計 716 146

特別損失

固定資産除却損 1 1

固定資産売却損 4 0

投資有価証券評価損 2 27

特別損失合計 8 28

税金等調整前四半期純利益 3,106 3,046

法人税等 684 1,063

四半期純利益 2,422 1,983

非支配株主に帰属する四半期純利益 114 111

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,308 1,871

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 2,422 1,983

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 109 △155

為替換算調整勘定 894 2,147

退職給付に係る調整額 47 39

その他の包括利益合計 1,051 2,031

四半期包括利益 3,474 4,015

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,251 3,634

非支配株主に係る四半期包括利益 223 380

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を第１

四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財また

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

１．代理人取引に係る収益認識

顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人取引に該当する取引については、従

来、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、仕入先に支払う額を控除した純額で収

益を認識する方法に変更しております。

２．変動対価が含まれる取引に係る収益認識

売上リベート及び売上割引については、従来、それぞれ販売費及び一般管理費、営業外費用に計上しており

ましたが、売上高から控除する方法に変更しております。

３．工事契約に係る収益認識

設備請負工事に係る工事契約等については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわ

たり充足される履行義務については、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当

該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係る

進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっております。

４．有償支給取引に係る収益認識

有償支給した支給品については、従来、棚卸資産の消滅を認識しておりましたが、当社が実質的に買戻し義

務を負っていると判断される有償支給取引については、有償支給した棚卸資産について消滅を認識しない方法

に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高1,274百万円、売上原価は633百万円、販売費及び一般管理費は

599百万円、営業外費用は58百万円それぞれ減少し、営業利益は40百万円減少、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ17百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高への影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し

ております。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計気

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他（注） 合計

化学品 化粧品 計

売上高

外部顧客への売上高 25,040 10,634 35,674 234 35,909

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 30 30 188 219

計 25,040 10,665 35,705 423 36,129

セグメント利益 1,345 2,161 3,506 47 3,554

利益 金額

 報告セグメント計 3,506

 「その他」の区分の利益 47

 セグメント間取引消去 △22

 全社費用（注） △1,354

 四半期連結損益計算書の営業利益 2,177

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備請負工事を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

- 10 -

日華化学株式会社（4463） 2022年12月期 第３四半期決算短信　　



（単位：百万円）

報告セグメント
その他（注） 合計

化学品 化粧品 計

売上高

外部顧客への売上高 27,528 9,902 37,430 803 38,233

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 1 1 126 127

計 27,528 9,903 37,431 929 38,360

セグメント利益 1,562 2,008 3,571 67 3,638

利益 金額

 報告セグメント計 3,571

 「その他」の区分の利益 67

 セグメント間取引消去 44

 全社費用（注） △1,367

 四半期連結損益計算書の営業利益 2,315

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備請負工事を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の「化学品」の売上高は721百万円減少、セグ

メント利益は11百万円減少し、「化粧品」の売上高は632百万円減少、セグメント利益は46百万円減少し、「その

他」の売上高は80百万円増加、セグメント利益は17百万円増加しております。
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